「阪神間ルネッサンスⅥ 燦めいて雅」シンポジウム記録 by unknown













































































































































































され、1991 年に山村流 4 世宗家より若峯董芳恵の名を許されました。








































めたのは 10 代の後半でした。20 歳での名取試験の受験を目指した
際、試験で出題される 4 つの演目を身につけるにつれて、上方舞へ
の理解を深めていきました。4 つの演目とは、長唄「浦島」の男舞















































































































































































































2007 年、2010 年、2012 年とドラマ化や映画化され、ドラマでは綾
瀬はるかさんが主演されていました。その主人公が干物女と呼ばれ
















































1984 年に高校 3 年生で漫画家として雑誌デビューをしました。大
阪の工芸高校という美術系の学校に通っていたのですが、そこが大


























































































































































7 ～ 9 時は子どもの世話をしなが




























































































































3 年で、どんなに長くても 5 年位までしかありませんから、トップ
スターが退団する瞬間にはほとんど自分が残っていないような状



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































シ ン ポ ジ ウ ム 講 師 ご 紹 介
PROFILE
講師プロフィー ル






優秀賞を受賞。次回の演出作品は、東京国際フォー ラム公演『Ernest in Love』で
2015年 1月より上演される。








































  　ケーキハウス ツマガリ 代表
助手  前川　多仁
2015 年 7 月 1 日現在
40生活美学研究所構成員













〒 663-8121　兵庫県西宮市戸崎町 1 番 13号
阪神間ルネッサンスのために
ここで、「阪神間文化」の生活美学的実験を。
　生活美学研究所が居をかまえる甲子園会館（旧甲子園ホテル）
は、武庫の流れをのぞみ、ゆたかな緑につつまれて、文化的環
境デザインの実験場であった。
　世界各地から人士が集い、ゆるりとホテルで憩いながら、多
彩な議論をかわす理想郷であった。
　この環境は、さきのいくさによって一度は失われたものの、
今ふたたび甦りつつある。ここに新たな「生活美学」の視点か
ら、阪神間に住まう人士とともに、しずかなる実験の一歩をし
るしたい。
2015.11.16　MIE  （MDC）
A
